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【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　「さなぶり」は、田植えが無事に終わったことを祝う行事で、水田の水
みなくち

口（取水口）付近に植えた苗を抜いて束ね、水

洗いし、餅やお神酒などとともに、田植えで用いた “馬
ま ん が

鍬”（家畜やトラクターの力を使い、土の破砕、ならしを行う農具）

や神棚などに供え、田の神（“ おかまさま ” ともいう）などに感謝する風習をいいます。家族で行うことを「小さなぶり」、

集落単位での祝いは「大さなぶり」といい、各地区でさまざまな形態や伝承があります。現在でも、一部の農家で行われ、

田植えで使用した農機具などにお供え物をし、餅を食べて、田植えが終わったことを労います。

さなぶり

２
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～今月の表紙～

くにみ幼稚園のプールの
時間。プールを待ちわび
ていた園児たちは、夏空
のもと元気いっぱい水あ
そびを楽しみました。

馬鍬に苗を供えた「さなぶり」
（国見町史より）

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
63

7
月
27
日
、
ふ
く
し
ま
国

見
D
a
y
が
仙
台
市

内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
催
し
は
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
首
都
圏

に
代
わ
り
、
仙
台
圏
で
も
国
見

町
の
魅
力
を
発
信
し
、
町
を
応

援
し
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
企

画
し
ま
し
た
。
仙
台
圏
か
ら
の

参
加
者
約
1
0
0
名
を
は
じ

め
、
国
見
町
か
ら
参
加
し
た
生

産
者
な
ど
、
大
勢
の
人
で
会
場

は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。

会
場
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
談
笑
の

輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
太
田
久
雄

町
長
が
国
見
町
の
紹
介
を
し
た

後
、「
今
日
は
、
国
見
町
の
美

味
し
い
も
の
、
素
晴
ら
し
い
も

の
を
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
し

た
。
国
見
の
魅
力
を
体
感
し
、

国
見
町
へ
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

会
場
内
に
は
国
見
町
産
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
や
商
店
街
の

名
産
品
が
並
び
、
参
加
者
は
国

見
自
慢
の
味
を
堪
能
。
販
売

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
旬
の
モ
モ
や

加
工
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
町
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の
「
内
谷
春
日
神
社
太
々
神

楽
」
が
披
露
さ
れ
、
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

国見においでください
　  ～町の魅力発信中～

    

仙
台
圏
の
人
々
と

　  

ふ
く
し
ま
国
見
Dデ
イ
a
y

国
見
町
は
、
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
仙
台
圏
で
国
見
町

の
魅
力
を
発
信
し
、
町
へ
の
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1

会場では国見の農産物や加工品が大人気 参加者は国見の食を堪能

3 2



ジュニア応援団が
国見の魅力を伝えます
　

今
年
度
の
「
国
見
ジ
ュ
ニ

ア
応
援
団
」
の
結
団
式

が
5
月
26
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
国

見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
」
は
、
町

の
歴
史
や
産
業
、
ま
ち
づ
く

り
、
震
災
復
興
へ
の
取
り
組
み

を
学
び
、
町
の
魅
力
と
元
気
を

全
国
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

6
月
か
ら
7
月
に
行
っ
た
事

前
学
習
で
は
、
町
の
歴
史
や
特

産
の
モ
モ
に
つ
い
て
実
際
に
阿

津
賀
志
山
防
塁
や
桃
畑
な
ど
の

現
場
を
訪
れ
て
文
化
財
担
当
者

や
生
産
者
か
ら
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。

　

結
団
後
、
初
め
て
の
交
流
活

動
は
7
月
13
日
、
14
日
、
町
と

相
互
交
流
し
て
い
る
岩
手
県
平

泉
町
へ
の
訪
問
で
し
た
。
平
泉

の
子
ど
も
た
ち
と
の
対
面
式
で

は
、
事
前
学
習
で
学
ん
だ
国
見

の
魅
力
を
紹
介
し
た
ほ
か
、「
水

か
け
神み

こ
し輿

」
宵よ
い

祭
り
会
場
で
は

同
行
し
た
モ
モ
生
産
者
と
一
緒

に
国
見
産
モ
モ
の
P
R
販
売

を
体
験
し
ま
し
た
。
団
員
た

ち
は
2
日
間
で
町
の
魅
力
を

し
っ
か
り
と
発
信
し
ま
し
た
。

　

今
後
、ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
は
、

平
泉
の
子
ど
も
た
ち
と
義
経
ま

つ
り
へ
参
加
し
た
り
、
岐
阜
県

池
田
町
で
池
田
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
や
、
み
の
池
田
ふ
る

さ
と
祭
で
国
見
町
の
P
R
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

7
月
7
日
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
モ
モ
の
初
出
荷

に
あ
わ
せ
、
国
見
産
モ
モ
の

P
R
イ
ベ
ン
ト
を
道
の
駅
国

見
あ
つ
か
し
の
郷
で
行
い
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
太
田
久

雄
町
長
は
じ
め
モ
モ
生
産
者
や

ミ
ス
ピ
ー
チ
、
く
に
み
も
も
た

ん
ら
が
参
加
。　

　

こ
れ
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
太
田
町
長
が

「
今
年
も
お
い
し
い
国
見
の
モ

モ
が
で
き
ま
し
た
」
と
来
場
者

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
　
　

   
・ 　

・ 　

・

　

８
日
に
は
、
東
京
・
日
本
橋

ふ
く
し
ま
館
ミ
デ
ッ
テ
で
国
見

産
モ
モ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
い
ま
し
た
。
太
田
町
長
、
モ

モ
生
産
者
、
ミ
ス
ピ
ー
チ
、
く

に
み
も
も
た
ん
に
加
え
、
町
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
О

法
人
品
川
女
性
起
業
家
交
流
会

（
品
ジ
ョ
ブ
）
の
み
な
さ
ん
も

駆
け
付
け
、
国
見
産
「
は
つ
ひ

め
」
の
質
の
高
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　
　
　

   

・ 　

・ 　

・

　

ま
た
、
仙
台
圏
シ
テ
ィ
・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し

て
、
25
日
に
は
仙
台
中
央
郵
便

局
で
、
28
日
に
は
サ
ン
モ
ー
ル

　町では、岐阜県池田町と相互交流事業を展開して

います。今年も 10 月 5 日～ 6 日に池田町で開催さ

れる「みの池田ふるさと祭」に参加することとしま

した。

　この事業に参加・協力いただける方を募集します。

どうぞ、ご応募ください。

ふるさと国見町を学び、誇りに思う、国見町の応援団。
ジュニア応援団が国見町の魅力と元気を全国に発信します。

1今年も道の駅からモモのＰＲがスタート　2藤崎前でも国見
産モモは大人気でした　3ミデッテでは品ジョブのみなさんと
モモをＰＲ

2

1

5

4

3

私たちが国見町の魅力と元気を発信します！

3

1 年間がんばります

一
番
町
・
藤
崎
前
で
、
そ
れ
ぞ

れ
国
見
産
モ
モ
の
お
い
し
さ
を

発
信
し
ま
し
た
。　
　

　
　
　

   

・ 　

・ 　

・

　

そ
の
ほ
か
、
町
と
相
互
交
流

し
て
い
る
岩
手
県
平
泉
町
や
栃

木
県
茂
木
町
、岐
阜
県
池
田
町
、

北
海
道
ニ
セ
コ
町
な
ど
で
も
国

見
自
慢
の
モ
モ
の
P
R
販
売

を
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
試
食
し
た
人

か
ら
「
甘
く
て
と
て
も
ジ
ュ
ー

シ
ー
。
お
い
し
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
、
国
見
産
モ
モ
を

買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

■岐阜県池田町で町の農産物を
　　　　　   ＰＲしてみませんか？■

     募 集 概 要                                                                                  
　　訪 問 日：10 月 4 日金～ 6 日日まで

　　募 集 人 数：2 名（町内在住の方に限ります）

　　事 業 内 容：町の農産物ＰＲ

　 池田町関係者との意見交換など

　　費 用：町負担

　※詳しい内容や申込みについては、産業振興課産業振　
　　興係☎ 585-2986 へお問い合わせください。

 国見自慢の
　　モモをお届け
　旬を迎えた「モモ」。くだもの王国「国見」の農家が愛情いっぱい注いで育てた

甘くておいしいモモのトップセールスを各地で展開。

2

1事前学習の道の駅探検では裏側
も見学しました　2モモについて
生産者から園地で説明を受けまし
た　3平泉の子どもたちへ町の魅
力を伝えました　4平泉の人たち
へモモをＰＲ　5水かけ神輿を体
験

1

23
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国
見
町
交
通
対
策
協
議
会

（
太
田
久
雄
会
長
）
は
、

交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
国
見

町
小
学
生
交
通
安
全
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
7
月
17
日
、
国

見
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
見
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全

標
語
を
募
集
し
、
応
募
総
数

２
０
６
点
の
中
か
ら
、
入
賞
作

品
26
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
選
し
た
標
語
が
書
か
れ
た

看
板
は
町
内
各
地
に
設
置
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
ま
す
。

【
入
選
者
】　
　
　
　（
敬
称
略
）

◆
交
通
対
策
協
議
会
長
賞

　

八
島　

桜
子
（
一
年
）

　

井
砂　
　

尊
（
二
年
）

　

鍋
島　

維
希
（
三
年
）

　

佐
藤　

誓
星
（
四
年
）

　

永
井　

凜
奈
（
五
年
）

　

佐
久
間
美
咲
（
六
年
）

国
見
小
児
童
が
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

◆
教
育
長
賞

　

安
藤　
　

禅
（
一
年
）

　

富
田　

浩
歩
（
二
年
）

　

渋
谷　

晃
希
（
三
年
）

　

渡
邊
さ
く
ら
（
四
年
）

　

後
藤　

寛
也
（
五
年
）

　

八
巻　
　

蓮
（
六
年
）

◆
優
秀
賞

　

阿
部　

悠
人
（
一
年
）

　

坂
内　

美
月
（
二
年
）

　

齋
藤　

充
希
（
三
年
）

　

鈴
木　

陸
斗
（
四
年
）

　

八
嶋
あ
か
ね
（
五
年
）

　

佐
藤　

万
智
（
六
年
）

◆
交
通
安
全
協
会
各
部
会
長
賞

　
藤
田
：
佐
藤　

由
羅
（
五
年
）

　

小
坂
：
安
藤　

晴
一
（
一
年
）

　
森
江
野
：
井
砂　
　

超
（
六
年
）

　
大
木
戸
：
大
沼　
　

蓮
（
三
年
）

◆
各
地
区
交
通
安
全
母
の
会
長
賞

　
藤
田
：
大
槻　

夕
依
（
六
年
）

　

小
坂
：
熊
坂　

悠
郁
（
四
年
）

　
森
江
野
：
髙
橋　

陽
樹
（
一
年
）

　
大
木
戸
：
八
島　

利
奈
（
三
年
）

交通対策協議会長賞（最優秀賞）を受賞したみなさん

【
道
の
駅
で
交
通
安
全
啓
発
】

　

国
見
町
交
通
対
策
協
議
会
は

7
月
16
日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ

か
し
の
郷
で
交
通
安
全
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
来
場

者
に
チ
ラ
シ
や
啓
発
グ
ッ
ズ
を

配
り
な
が
ら
、
交
通
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

夏の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

【
ふ
く
し
ま
・
み
や
ぎ
県
境
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
】

　

国
見
・
桑
折
地
区
と
宮
城
県

白
石
市
合
同
の
「
夏
の
交
通
事

故
防
止
ふ
く
し
ま
・
み
や
ぎ
県

境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
7
月
30

日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の

郷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
警
察

関
係
者
、
管
内
の
交
通
安
全
団

体
関
係
者
が
参
加
。
ま
た
、「
く

に
み
も
も
た
ん
」
や
桑
折
町
の

「
ホ
タ
ピ
ー
」、
白
石
市
の
「
ポ

チ
武
者
こ
じ
ゅ
ー
ろ
う
」
な
ど

も
駆
け
つ
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

各
地
域
の
特
産
品
や
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
り
な
が
ら
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
や
飲
酒
運
転
の
撲
滅

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交通事故ゼロへ
各地でキャンペーン

安全運転でいってらっしゃい

交通事故に気を付けて

国
見
町
小
学
生
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

国
見
町
応
援
大
使
第
１
号

で
劇
団
四
季
で
活
躍
し

た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
の
沢
木

順
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
７
月

６
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。　

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
に
あ

わ
せ
た
沢
木
さ
ん
の
独
唱
、
ゲ

ス
ト
出
演
の
中
出
裕
子
さ
ん
と

の
二
重
唱
、
国
見
フ
ラ
ウ
ェ
ン

と
の
合
唱
、
く
に
み
フ
ラ
ク
ラ

ブ
と
の
共
演
な
ど
、
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
テ
ー
マ

は
「
み
ん
な
が
主
役
」。
コ
ン

サ
ー
ト
の
最
後
に
は
、
会
場
全

員
で
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
合

唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
沢
木
さ

ん
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
ト

ー
ク
と
迫
力
あ
る
歌
声
は
訪
れ

た
聴
衆
を
魅
了
し
、
感
動
さ
せ

ま
し
た
。

　

沢
木
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
の

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な
が
ら
作
り

上
げ
た
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
フ
ラ

ク
ラ
ブ
や
フ
ラ
ウ
ェ
ン
の
み
な

さ
ん
と
も
一
緒
に
で
き
て
良
か

っ
た
。
来
年
に
つ
な
が
る
ベ
ー

ス
が
で
き
、
大
成
功
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
」
と
ス
テ
ー
ジ
か

ら
呼
び
か
け
、
14
年
目
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

国見町応援大使　
　　沢木順コンサート 2019 14 年目は

会場みんな
が主役です

1沢木さんとゲスト出演した中出裕
子さんのステージでは、二人の美し
い歌声がホールに響き渡りました　
2会場を盛り上げる国見フラウェン

のみなさん12

パワフルな歌声を披露する沢木さん。長谷川幹人さんの美しいエレクトー
ン演奏との “ 共演 ” は、多くの観客を魅了しました。

会場みんなが主役でふるさとを合唱
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Pick Up TopicsPick Up Topics

7月 15 日、県指定重要文化財「旧佐藤家住宅」
の屋根葺替工事に合わせた現場見学会が行わ

れ、町内外から約 30 名が参加しました。
　見学会では、工事を請け負った担当者が茅葺屋
根の葺き替え状況や構造、古民家の建築技術につ
いて詳しく説明しました。
　また、実際に葺き替え作業を体験する時間が設
けられ、参加者は、古来の茅葺技術と江戸時代中
期に建てられた旧佐藤家住宅の貴重さを間近で知
るひとときを過ごしました。

見ごろを迎えた「中尊寺蓮」を観賞しようと、
町内外から多くの人が訪れています。

　800 年もの間、藤原泰衡の首桶に納められてい
た蓮の種から開花した「中尊寺蓮」。平成 21 年に
株を譲り受け、中尊寺蓮育成会をはじめ地域のみ
なさんによって大切に栽培されてきました。
　1 本ごとに花弁の濃淡が異なる蓮の “絨

じゅうたん

毯” は、
美しいピンクのグラデーションを見せています。
古戦場に寄り添って咲く優美で清らかな蓮の花は
多くの人を魅了しています。

茅葺技術を体験
「旧佐藤家住宅」屋根葺替見学会

蓮の精に魅せられて
国見に咲く優美で清らかな中尊寺蓮

今年も美しいピンクのグラデーションを生み出す中尊寺蓮

「茅葺屋根の葺き替え」を体験する参加者

7月 24 日、「いきいき百歳体操」を町内へ広め
るためのくにみ版「いきいき百歳体操」の体

験会が、観月台文化センターで開かれました。60
歳から 70 歳代を中心に約 80 名が参加した体験会
では、南東北福島病院理学療法士の渡辺知子さん
が「介護予防は 1 人では続かない。“ みんなで取
り組む ” 地域づくりが大切」と講演。その後、準
備体操、筋力運動、整理体操などを体験しました。

・　・　・　
　町では、いきいき百歳体操に取り組む町内会を
募集します。詳しくはお問い合わせください。　　　　
　　　　 　 問保健福祉課長寿介護係☎ 585-2125

介護予防に効果あり
くにみ版「いきいき百歳体操」体験会

いきいき百歳体操を体験する参加者

国
見
の
夏
の
風
物
詩国見

ま
る
ご
と
再
発
見
！

国
見
ま
る
ご
と
再
発
見
が

7
月
27
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
恒
例

の
国
見
バ
ー
ガ
ー
早
食
い
選
手

権
や
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
盛
況
。　
　

　

夜
に
は
浴
衣
や
思
い
思
い

に
仮
装
し
た
人
た
ち
に
よ
る

盆
踊
り
大
会
や
商
工
会
青
年

部
が
交
流
し
て
い
る
東
京
・

羽
村
市
か
ら
賛
助
出
演
し
た

「
Lリ

フ

レ

ン

ズ

I
F
r
i
e
n
d
s
」
の

演
奏
で
会
場
が
盛
り
上
が
る

中
、
夏
の
夜
空
に
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
ま
し
た
。

ミニトマト収穫体験会が 7 月 20 日、くにみ農
業ビジネス訓練所で行われました。幼稚園

児と小学校低学年の児童ら、9 組の親子 28 名が参
加しました。
　初めに太田久雄町長が「子どもたちには収穫体
験を通して農業を楽しんでもらいたい」とあいさ
つ。子どもたちは養液栽培施設で栽培されたミニ
トマトを真剣な表情で摘み取っていました。
　真っ赤なミニトマトを袋いっぱいに詰めた子ど
もたちからは、「早く食べたい」「いっぱいとれて
楽しかった」などの声が聞かれました。

ミニトマト、とったよ
くにみ農業ビジネス訓練所 ミニトマト収穫体験会

おいしいミニトマトはこれかな

フィナーレを飾る打ち上げ花火

笑
顔
あ
ふ
れ
るくに

み
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

く
に
み
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
６
月
16

日
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し

の
郷
で
開
か
れ
、
多
く
の
親

子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
く
に
み
も
も

た
ん
と
の
サ
イ
コ
ロ
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
や
も
り
っ
人
の
バ

ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、
光
の
戦
士

ツ
イ
ン
ウ
ェ
イ
タ
ー
に
よ
る

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
道
の
駅
に
あ
ふ
れ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

▶
迫
力
あ
る
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

みんなでバルーンショーに参加 何がでるかドキドキの瞬間

会場が一体となったライブ みんなで盆踊りを楽しみました

9 8



国見小学校（4 年生）

秦　雫月

藤 田 保 育 所

く に み 幼 稚 園

　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支
援をするために国が 2020 年度末までに全市町
村に設置を目指している施設です。母子保健
サービスと子育て支援サービスを一体的に提供
して、きめ細やかな相談支援を行うことが目的
です。　
　町では保健師や栄養士が、引き続き子育ての
お手伝いをするとともに、よりきめ細やかな
サービスを提供できるよう環境を整えていく予
定です。
　また、町で開催しているママカフェでは、セ
ンターの立ち上げや運営に活かせるように子育
て中のみなさんの意見を聞き、子育て支援につ
なげる取り組みを行っています。

　『子育て世代包括支援センター』とは？

   『子育て世代包括支援センター』が誕生します
　そして…『愛称選抜総選挙』します！！
みなさんに親しんでいただけるセンターを目指すため、センターの愛称をみなさんに選んでいただくことと

しました。４つの候補からひとつ選んで投票してください‼
　獲得票が最も多かった候補をセンターの愛称にします。奮って投票してください。

センター愛称候補 名前の由来

１　はぐくみ 　命を『育む』という意味とみなさんとセンターが『H
ハ グ

UG』を『組む』関係に

　なりたいという思いを込めました。

２　いばしょ 　『居場所』という意味と『（○○して）いい場所』という意味。そしてみなさんが　 

　くつろげる場所になってほしいという思いを込めました。

３　ももさぽ 　『ももたんサポートセンター』の略。国見町のゆるキャラの「くにみももたん」の

　名前を入れることで国見ならではの親しみやすさを名前に込めました。

４　きずな 　みなさまとの『絆』を大切にしたいという思いを込めました。

【 選 挙 期 間 】 　8 月 19 日月～ 8 月 30 日金

【 投 票 方 法 】　『愛称選抜総選挙』専用投票用紙に限定

　　　　　　　　　　
※専用投票用紙は、投票所に備付けとなります。

　　　　　　　　　　※藤田保育所・くにみ幼稚園では、夏休み明けに専用投票用紙を配布します。

【 投 票 所 】　『国見町役場（保健福祉課）』『観月台文化センター』『藤田保育所』『くにみ幼稚園』

問保健福祉課保健係　☎ 585-2783

ママカフェで自由に意見を交わす様子

佐藤　誓星

「わすれられないあの時」

「弟とあたしの写真」

渡邊　さくら 実沢　佑雅

「初めての
　　　 いちごがり‼」

「消防士さんはまるで
　　　 スーパーマン」

・   ・   ・

国見まちづくり株式会社では、「道の駅国見あつか
しの郷」の管理・運営を行っています。

　平成 30 年度は、開業 2 年目を迎え 3 月末には来場
者が 330 万人（1 日平均 4,759 人）となり、多くの人々
にご利用いただきました。経営状況については、売上
が 804,245 千円、営業外収支等を含めると経常利益が
3,367 千円となり、減価償却費を含めた単年度収支で
18,285 千円の黒字となりました。

国見まちづくり株式会社の決算状況

◆平成 30 年度総資産　　　
　・負債総額　　　　　　   
　・資本総額　　　　　　      

項　目 金　額（千円）

　売上高 804,245  

　売上原価 572,869
　販売費・一般管理費 265,372

　営業利益  ▲ 33,996

　営業外収支 37,363

　経常利益 3,367

【決算の概要】

※一般管理費には、減価償却費 14,918 千円を含む。
※営業外収支の主なもの、町指定管理料 23,148 千円　
　など。

141,097 千円
106,603 千円

34,494 千円
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【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

Vol.26

町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百年
後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」を進めてい
ます。このコーナーでは町や地域が行う取り組みについて、毎月お伝え
します。

国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）は 7
月 3 日、県大会や東北大会、全国大会に出場す

るみんなに奨励金を交付しました。

【第 62 回福島県中学校体育大会】
▶ソフトテニス競技／佐藤遥哉（中 2）、栗原成
希（中 2）、渡辺乙葉（中 3）、佐藤菜子（中 3）、
小針光希（中 3）、宍戸結（中 2）、女子ソフト
テニス部団体▶卓球競技／赤間悠斗（中 3）、秋
場祐人（中 3）、松浦理央（中 3）、岡崎紗弥（中 3）
▶柔道競技／佐藤善久（中 3）、藤原華凜（中 2)
▶バスケットボール競技／男子バスケットボー
ル部団体

【ダンロップカップ第 15 回東日本中学校選抜ソ
フトテニス大会】
▶女子ソフトテニス部団体

【第 21 回全国高等学校女子ウエイトリフティン
グ競技選手権大会・第 39 回東北高等学校ウエ
イトリフティング競技選手権大会】
▶鈴木芽生（高 3）

【第 30 回全日本ジュニアソフトテニス大会・第
62 回福島県中学校体育大会ソフトテニス競技】
▶鈴木拓磨（中 2）

【第 65 回福島県高等学校体育大会】
▶ウエイトリフティング競技／鈴木芽生（高 3）
▶卓球競技／鈴木花菜（高 1）

【第 39 回全日本バレーボール小学生大会 福島県
大会】
▶国見ダイヤモンズスポーツ少年団

▲奨励金を手に大会での活躍を誓うみんな▼

国見町青少年育成町民会議・奨励金交付
がんばるみんなを応援

東京 2020 オリンピック聖火ランナー募集中
東京 2020 オリンピック聖火リレーふくしま実

行委員会は、福島県を令和 2 年 3 月 26 日木
から 3 月 28 日土で走行するオリンピック聖火リ
レーランナーを募集しています。

■募集期間　
　8 月 31 日土まで
■募集人数　
　59 人（県内の 59 市町村それぞれにゆかりのあ
　　　　 るランナーを各 1 名選出）
■応募資格　
　・原則として、福島県にゆかりのある方
　・平成 20 年 4 月 1 日以前に生まれた方
　　（ただし、令和 2 年 3 月 1 日時点で 18 歳未満　
　　  の方は保護者の同意が必要です）　　

■応募方法
　TOKYO2020 ふくしま情報サイト「ふくしまプ
ラス 2020」（https://www.fuku-plus2020.jp/）
の応募フォームより応募してください。または、
所定の応募用紙に必要事項を記入し、郵送により
下記連絡先に送付してください。
■連絡先
　東京 2020 オリンピック聖火リレー
　ふくしま実行委員会事務局
　〒 960-8670　福島県福島市杉妻町 2 番 16 号
　℡ 0570-200502（平日  午前 9 時から午後 5 時）

※その他、詳細については、

　「ふくしまプラス 2020」　

　
に掲載の募集要項を確認　

　
ください。

応
募
用

Ｑ

Ｒ

　町では、国指定史跡阿津賀志山防塁を地域の誇りとし
て後世に継承するため、魅力ある史跡空間の創造に向け
た整備を行うこととし、阿津賀志山防塁下二重堀地区の
歴史公園整備計画を進めています。
　その一つとして、計画に基づく防塁の雨水排水設備工
事に着手しました。この工事は、防塁に大雨が降った際に、
土塁の崩落を防ぐため、水はけを良くする排水用の暗

あんきょ

渠
溝や桝を設けるものです。
　工事期間は 11 月末までの予定です。工事の対象範囲は
右の図の赤枠で囲んだ箇所で、期間中は立ち入り禁止と
なります。
　みなさまのご理解・ご協力をお願いします。

　史跡部分の雨水排水設備の工事を行っています
　　～阿津賀志山防塁歴史公園整備事業～

文化財の「内谷春日神社太々
神楽」の舞・太鼓・笛を体
験できる講座を開きます。
　「 国 見 の た か ら も の 」 の
太々神楽をみんなで学んで
みませんか？

　歴まちインフォメーション 

第 6 回国見町に咲く中尊寺蓮
　　　絵画コンクール作品募集！
　国見町中尊寺蓮育成会が
主催する「国見町に咲く中
尊寺蓮絵画コンクール」が
今年も開催されます。
　見ごろを迎えている中尊
寺蓮を国見町の風景と共に
描いてみませんか？

子ども太々神楽教室生募集！

参加者募集中 !

募 集 内 容　題材：国見町に咲く「中尊寺蓮」
　 　 　 　　用紙：四つ切画用紙（39 × 54㎝）
　　　　　　　※募集は一人一点
　　　　　　　※小学生～大人まで、どなたでも可
募 集 期 限：8 月 29 日木
提 出 方 法：まちづくり交流課歴史まちづくり推進　
　 　 　 　　室又は文化財センターあつかし歴史館　
　　　　　　  に持参か郵送で提出してください。
問い合わせ：
国見町中尊寺蓮育成会（氏家博昭方）      ☎ 585-1112
まちづくり交流課歴史まちづくり推進室    ☎ 585-2967

　内谷地区で明治時代から伝わる、町指定無形民俗

開 催 日：9 月 7 日～ 10 月 26 日までの毎週土曜日
開催時間：各回とも午後 1 時 30 分～午後 4 時
開催場所：内谷春日神社  神楽殿
　　　　　  ※保護者の送迎をお願いします。
対 象 者：町内の小学 2 ～ 6 年生
講 師：内谷春日神社太々神楽保存会のみなさん

※詳しい内容や申込みについては、まちづくり交流
　課歴史まちづくり推進室（☎ 585-2967）　へお問
　い合わせください。

昨年の最優秀賞作品
（中学生の部）

教室の様子

阿津賀志山防塁雨水排水設備整備工事範囲
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楽しいひととき
　保育所とデイサービスセンターが交流
　藤田保育所の子どもたちは 6 月 26 日、町デイサービスセン
ター利用者との交流会を開きました。
　子どもたちが踊りや歌を披露すると、おじいちゃんやおば
あちゃんたちは折り紙で作った恐竜を子どもたちにプレゼン
トしました。子どもたちもお年寄りたちも、笑顔がいっぱい
でした。

太田町長へ受賞を報告する佐久間さん（右）

剣道個人戦年齢別で準優勝
　第 41 回全日本高齢者武道大会
　佐久間広昭さんは 6 月 21 日、太田久雄町長に日本武道館で
開催された第 41 回全日本高齢者武道大会（剣道個人戦年齢別）
での準優勝を報告しました。
　佐久間さんは、「今年は準優勝だったので来年の優勝に向け
て稽古に励んでいきたい。また、子どもたちの育成にも力を
入れていきたい」と抱負を語りました。

学生らがボランティアで踊り・ダンスを披露
　国見の高齢者施設でサマーフェス
　社会福祉法人厚慈会のサマーフェスティバル 2019 が 7 月 6 日、
国見の里で開かれ、利用者と家族らが夏のひとときを楽しみまし
た。サマーフェスティバルでは、福島学院大の学生によるよさこ
い、施設職員の花笠音頭、地元小坂地区スポーツ振興会の太鼓な
どが披露され、利用者らから大きな拍手が寄せられました。また、
会場内の縁日コーナーも盛況で長い列ができていました。様々なアトラクションで会場が盛り上がりました

町に「人権の花」を届けた国見小学校園芸委員のみなさん

思いやりの心とともに
　“ 人権の花 ” を町に贈呈
　国見小学校の園芸委員 17 名が 7 月 11 日、国見町役場を訪れ、
人権の花運動で育てた花を町に贈呈しました。
　贈呈式では、中野心那さん（6 年）が「大切に育てた花を多
くの人に見ていただき、心を癒してほしいです」とあいさつし、
太田久雄町長に花を手渡しました。贈られた花は国見町役場
に飾られ、来庁者をなごませています。

最終日の合同活動会は和やかな雰囲気でした

貝田地区の未来を創る 10 日間
　学生と住民が一緒に考える
　デンマーク、スウェーデン、ノルウェーなどの大学生 9 名
と国内学生 6 名が、7 月 12 日から 21 日までの 10 日間、貝田
地区で地区の未来を創るワークショップを行いました。
　最終日の合同活動会では、学生たちがまちづくりのアイデ
アを発表したほか、地区のみなさんから材料の提供を受けて
作った竹の街灯などを披露し、交流を深めました。

町商工会青年部が 6 連覇！
　商工会親善球技大会県北地区大会
　国見町商工会青年部（齋藤仁志部長）は 7 月 12 日、国見町
役場を訪れ、商工会親善球技大会県北地区大会での優勝を太
田久雄町長に報告しました。
　大会は、6 月 27 日に福島市で開催され、9 チームがソフトボー
ル競技で熱い戦いを繰り広げました。同青年部は、持前の団
結力で見事 6 連覇を達成しました。太田町長に優勝報告する青年部のみなさん

　犯罪や非行のない安全・安心な社会を目指す「社会を明る
くする運動」の啓発活動が、JR 藤田駅、県北中学校、コープマー
ト国見店で行われました。保護司や婦人会のみなさんがポケッ
トティッシュなどを配りながら、犯罪や非行のない社会づく
りを呼びかけました。県北中学校で行われた活動には、生徒
会役員のみなさんも参加しました。

犯罪や非行のない社会を
　「社会を明るくする運動」啓発活動

呼びかけを行う保護司や婦人会のみなさん

甘くておいしい桃に笑顔あふれる
　農協桃生産部会がプレゼント
　ふくしま未来農業協同組合伊達地区桃生産部会（徳江忠国
見支部長）は 7 月 17 日、伊達地区で生産された安全で甘く
ておいしい桃をくにみ幼稚園の園児に贈りました。徳江支部
長から桃を受け取った園児は、お礼に手作りの感謝状を手渡
しました。いただいた桃を口いっぱいに頬張った園児からは、
満面の笑みがこぼれました。おいしい桃ありがとうございます

ミスピーチのみなさんと太田町長

福島のおいしいモモを全国にＰＲ
　ミスピーチキャンペーンクルー来庁
　2019 ミスピーチキャンペーンクルーが 6 月 21 日、キャン
ペーン開始のあいさつのため、国見町役場を訪れました。　　
　ミスピーチの代表が「福島の果物の魅力と生産者の思いを
全国にＰＲします」と意気込みを語ると、太田久雄町長が「国
見町では全国各地でトップセールスを予定しています。今年
も一緒に頑張りましょう」と激励しました。

毎月 19 日は「みんなで食べる国見の日」です！

減塩＆野菜を食べよう！
　生活習慣病予防レシピ配布
　6 月の食育月間に合わせ、町食生活改善推進員のみなさんは
6 月 19 日、コープマート国見店で減塩と野菜の摂取を呼びか
ける食育啓発活動を行いました。
　啓発活動では、推進員が「生活習慣病を予防し、健康に過
ごすため、1 日 350g 以上の野菜を食べましょう」と来店者に
呼びかけながら、簡単レシピなどを配布しました。

素敵な踊りと歌をありがとう
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町では、食生活改善推進員のみなさんと栄養士が、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育教室を開
催しています。7 月は 4 回開催しました。

食育 シリーズ

おやつを食べすぎるとどうなるかな（年中組） こんなにたくさん砂糖が入っているの？（年長組）

暑さを避けましょう

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（令和元年 6 月生まれ）
・9 か月児（平成 30 年 12 月生まれ）

10 月 31 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 45 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

10 月 16 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしています。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申込みください。

テーマ「おやつについて考えよう」

「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節
機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこもった状態のことをいいます。屋外だけでなく、室内で何

もしていないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあります。

  　       熱中症を予防しよう！

  ホールボディカウンターによる放射線内部被ばく検査

県では、内部被ばく検査を希望する方がいつでも検査を受けられるよう
福島市内に車両を配置し、検査を実施しています。希望される方は次

により申込みください。

■ 検査会場　福島市保健福祉センター（福島市森合町 10 番１号）
■ 検査日程　毎週月、水、金、土曜日（祝日・年末年始を除く）　　　
　　　　　　  午前 10 時から午後 4 時（午前 11 時 30 分から午後 0 時 30 分を除く）
　　　　　　  ※天候や機器点検等により検査が休みの場合がありますのでご了承ください。
■ 対 象 者　①検査実施前日の時点で福島県内の市町村に住民票がある方、または福島県内の事業所もし
　　　　　　　  くは学校等に通勤・通学している方
　　　　　　  ②平成 23 年 3 月 12 日時点で福島県内の市町村に住民票があった方もしくは居住していた方、
　　　　　　　  またはそれらの方から、平成 24 年 4 月 1 日までに出生した方
　　　　　　  ③平成 23 年 3 月 12 日時点で福島県外に住民票があった方のうち、福島県県民健康調査の対
　　　　　　　  象とされた方
　　　　　　  ※今年度 6 月から 7 月に実施の県所有車載型ホールボディカウンターによる内部被ばく検査
　　　　　　　  を受けた方は対象になりません。
■ 検査費用　無料（検査会場までの交通費は各自ご負担をお願いします。）
■ 検査予約　検査は予約制となりますので、希望の方は専用ダイヤルにて申込みください。

　問福島県県民健康調査課　☎ 521-8219

福島県県民健康調査課　ホールボディカウンター受付専用ダイヤル

☎ 090-7901-1306
（午前 9 時から午後 5 時　土・日・祝日、年末年始を除く）

※検査希望日の前週の金曜日までに申込みください。

■扇風機やエアコンで温度を調整
■室温をこまめに確認
■遮光カーテン、すだれ、
　打ち水を利用
　

■日傘や帽子の着用
■日陰の利用、こまめな休憩　
■天気のよい日は、日中の外出を　
　できるだけ控える

こまめに水分を補給しましょう
室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、こまめに水分を補給しましょう。　　
大量に発汗する状況では、経口補水液※など、塩分等も含んで補給しましょう。
※水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの

外出時には…室内では…
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くらしの情報

農業委員会からの
お知らせ

　9 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。

　◆日　時　9 月 13 日金
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室

　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

「
町
長
と
対
話
の
日
」 

開
催
し
ま
す

　

町
長
が
政
策
や
町
政
運
営
に

つ
い
て
町
民
の
み
な
さ
ん
に
説

明
し
、
関
係
団
体
役
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
町
に
対
す
る
意
見
・

要
望
・
提
言
な
ど
を
直
接
お
聞

き
す
る
「
町
長
と
対
話
の
日
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
平
成
30
年
度
の
町

の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
ス
ラ

イ
ド
を
上
映
し
た
後
、
太
田
町

長
が
こ
れ
か
ら
の
国
見
町
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

8
月
24
日
土
午
後
1

時
30
分
（
1
時
間
程
度
）

▼
会
場　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
・
大
研
修
室

問
町
民
相
談
室

☎
５
８
５
‐
２
１
６
０

「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
8

月
29
日
か
ら
9
月
4
日
ま
で
の

7
日
間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

と
し
て
、い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、

虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱

え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局

職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

に
お
い
て
も
、
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

8
月
29
日
木
か
ら
9

月
4
日
水
ま
で
の
7
日
間

▼
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
7
時
ま
で

※
土
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐

１
１
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
５
３
４
‐
１
９
９
４

８
月
15
日
の
黙も

く
と
う祷

と

半
旗
の
掲
揚

　

8
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追

悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
と

し
て
、
日
本
武
道
館
で
政
府
主

催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

国
見
町
に
お
い
て
も
、
先
の

大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
黙
祷
と
半
旗

の
掲
揚
を
実
施
し
ま
す
。
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
式
典
当
日
（
8
月
15
日
）
の

正
午
、各
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、

1
分
間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
て
く

だ
さ
い
。

・
式
典
当
日
、
各
職
場
な
ど
に

お
い
て
半
旗
を
掲
揚
し
て
く
だ

さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　

8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て

は
、「
児
童
扶
養
手
当
」「
特
別

児
童
扶
養
手
当
」「
ひ
と
り
親

等
家
庭
医
療
費
助
成
」
の
受
給

者
資
格
確
認
・
更
新
期
間
で
す
。

　

対
象
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
受
付
期
間

内
に
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当　

離
婚
等
に

よ
り
父
又
は
母
が
い
な
い
18
歳

未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
母
又

は
父
等
に
対
し
、
支
給
さ
れ
る

手
当

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当　

一
定

程
度
以
上
の
障
が
い
を
持
つ
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父

母
等
に
対
し
、
支
給
さ
れ
る
手
当

▼
ひ
と
り
親
等
家
庭
医
療
費
助

成　

離
婚
等
に
よ
り
父
又
は
母

が
い
な
い
18
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
す
る
母
又
は
父
等
に
対

し
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

※
い
ず
れ
も
所
得
等
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
へ
の
臨
時
・
特

別
給
付
金

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の

う
ち
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対

し
、
令
和
元
年
度
に
臨
時
・
特

別
の
措
置
と
し
て
、
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
額　

１
万
７
千
５
百
円

▼
申
請
期
間　

８
月
１
日
木
か

ら
令
和
２
年
１
月
31
日
金

▼
支
給
時
期　

原
則
と
し
て
、

令
和
２
年
１
月
に
支
給

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国

一
斉
情
報
伝
達
試
験

　　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
訓
練
日
時　

８
月
28
日
水
午

前
11
時
ご
ろ

▼
訓
練
内
容　

自
宅
に
設
置
さ

れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
（
デ

ジ
タ
ル
同
報
系
）
戸
別
受
信
機

や
各
地
区
中
央
集
会
所
等
に
設

置
さ
れ
て
い
る
屋
外
拡
声
子
局

に
次
の
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※
戸
別
受
信
機
か
ら
放
送
が
聞

こ
え
な
か
っ
た
場
合
は
、
環
境

防
災
課
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

問
環
境
防
災
課
環
境
防
災
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
６

個
人
事
業
税
の
納
付

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事

務
所
・
事
業
所
を
設
け
、
物
品

販
売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な

ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

事
業
を
行
う
個
人
が
納
め
る
県

の
税
金
で
す
。

お
知
ら
せ

課
税
対
象
と
な
る
方
に
は
、

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら

8
月
９
日
ご
ろ
に
納
税
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

納
期
限
は
第
1
期
分
が
９
月

２
日
ま
で
、
第
2
期
分
は
12
月

２
日
ま
で
の
2
回
に
分
け
て
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
納
期
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
税
額
が
1
万
円
以

下
の
場
合
は
、
９
月
２
日
ま
で

に
一
括
し
て
納
め
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
事
業
税
に
つ
い

て
は
、
金
融
機
関
の
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
口
座
振
替
の
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　

手
続
用
紙
は
、
納
税
通
知

書
に
同
封
し
て
い
ま
す
が
、

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
窓

口
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。   　
　
　

【
個
人
事
業
税
の
照
会
】

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
第
一
課

☎
５
２
１
‐
２
６
９
２

【
口
座
振
替
制
度
の
照
会
】

問
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県

税
部
納
税
課

☎
５
２
１
‐
２
６
８
２

日　　時 場　　所

8月20 日火 13:30~14:40
福島税務署 2 階会議室

8月21 日水 13:30~14:40

9月             5 日木 15:30~16:40 コラッセふくしま 5 階研修室

9月11 日水 15:30~16:40
コラッセふくしま 4 階

多目的ホール A
※説明内容は、各日とも同じです。
※開始時間の 30 分前に開場します。
※席数に限りがありますので、着座できない場合があります。
※会場の駐車場には限りがありますので、公共交通機関等を　　　
　ご利用ください。
問福島税務署　☎ 534-3121
※自動音声により案内しますので、2 番を選択してください。

≪福島税務署からのお知らせ≫

消費税の軽減税率制度に関する説明会
　事業者を対象に、消費税の軽減税率制度などに関する
説明会を開催します。

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で

は
、
主
に
企
業
で
働
い
て
い
る

方
を
対
象
に
、
業
務
上
必
要
と

な
る
知
識
・
技
術
・
技
能
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
講
習
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
コ
ー
ス　

募
集
コ
ー
ス

や
コ
ー
ス
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡

山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
テ
ク
ノ
セ

ミ
ナ
ー
技
術
講
習
会
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア

カ
デ
ミ
ー
郡
山

▼
申
込
方
法　
「
受
講
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
や
郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
受
講
申
込
書
」
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
技

術
講
習
会
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
も
の
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

郡
山

☎
０
２
４
‐
９
４
４
‐

１
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
４
‐
９
４
３
‐

７
９
８
５

 

上
り
チ
ャ
イ
ム
音
♪

   「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の　
　

　

 

テ
ス
ト
で
す
」
×
３

   「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
く　
　

　

 

に
み
こ
う
ほ
う
で
す
」

　
　
　

下
り
チ
ャ
イ
ム
音
♪
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くらしの情報くらしの情報

戸 籍 の 窓 口
6 月 21 日～ 7 月 20 日受付分

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

掲載を希望されない方は、届出の際に
お申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）まで連絡ください。

人口 と世帯 人口 9,066 人 （△ 18）

男 4,376 人 （△ 11）

女 4,690 人 （△       7）

世帯 3,429 世帯（＋   1）

令和元年 6 月 30 日現在
※ 広報くにみでは住民基本台帳
　 人口を掲載しています。

9 月の相談会
「心配ごと相談」 「障がい者相談」
9 月 12 日木、26 日木 9 月 17 日火

午前 9 時から正午 午前 10 時から午後 4 時

観月台文化センター
第 2 和室

観月台文化センター
第 2 和室

民生児童委員 NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守します。費用はかかりません。予約制ではあり
　ません。気軽にご来場ください。
問保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

開催日

時　間

場　所

相談員

戸籍の窓口からのお知らせ

広報くにみ＆町ホームページに
広告を掲載してみませんか？

広報くにみ
1 枠（縦 45㍉×横 174㍉） 12,000 円 /1 回

半枠（縦 45㍉×横 84㍉） 6,000 円 /1 回

ホームページ
1 枠（トップページ下段） 6,000 円 / 月

問総務課文書広報係　☎ 585-2113

町では、広報くにみや町ホームページに掲載
する有料広告を募集しています。
詳しくは問い合わせください。

ヨコ 174㍉

タ
テ
45
㍉

申込期限（10 月号掲載分）：9 月 10 日火まで

平日木曜日は税務住民課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫ 8 月 15 日、22 日、29 日
　　　　　　　　 9 月 5 日、12 日、19 日、26 日

≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
　　　　　　　　　　　書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き…転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは問い合わせください。

問税務住民課戸籍係　☎ 585-2115

『保険料軽減制度』が改正されます
◆平成 31 年度（今年度）より、平成 30 年度における 9 割軽減と 8.5 割軽減が段階的に引き下げられ 7 割軽減
　となります。
　　本来この軽減措置は、7 割・5 割・2 割軽減とされていましたが、後期高齢者医療制度導入時に『低所得者
　に、よりきめ細かく配慮する必要がある』ことから、本来の 7 割軽減の部分を 9 割・8.5 割と拡大されてき
　ました。　

◆消費増税により、平成 30 年度における 9 割軽減に該当する方については、年金生活者支援給付金の支給や
　介護保険料の軽減強化の対象となるため本来の 7 割軽減に戻ります。加えて、8.5 割軽減に該当する方は、　
　年金生活者支援給付金の対象とならないことから、激変緩和として 1 年間（平成 31 年度）に限り、8.5 割軽
　減に据え置かれます。
　　また、5 割軽減と 2 割軽減の所得要件である所得基準が改正されました。

※後期高齢者医療保険料の通知は 8 月 15 日に発送します。

問保健福祉課国保係　☎ 585-2785

均等割額の軽減割合 対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額）本則 今年度 令和 2 年度 令和 3 年度

7 割
8.5 割 7.75 割 7 割

［平成 30 年度における 8.5 割軽減の区分］

【33 万円】以下の場合

8 割 7 割
［平成 30 年度における 9 割軽減の区分］

　
【33 万円】以下で、世帯内の全被保険者それぞれの公的年金収入

　　が 80 万円以下（その他の各種所得がない）の場合

5 割 5 割
【33 万円＋ 28 万円※×被保険者数】以下の場合

※変更前の額 27.5 万円

2 割 2 割
【33 万円＋ 51 万円※×被保険者数】以下の場合

※変更前の額 50 万円

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 加 入 の み な さ ま へ

阿部　イチさん 82 （ 大 木 戸 ）

宍戸　喜藏さん 83 （石母田北）

管野　ツヤさん 91 （藤田宮前）

佐藤富三郎さん 81 （ 宮 町 北 ）

藤田　和代さん 92 （源宗山西）

佐藤　要藏さん 78 （ 北 部 ）

佐藤　正雄さん 97 （国見の里）

佐久間　淺さん 93 （ 第 1 ）

菅野　　堅さん 86 （ 内 谷 東 ）

青空のもときれいに咲く中尊寺蓮

広告掲載 広告掲載
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　文部科学省は家庭教育のあり方を「家族と

の触れ合いを通じ［生きる力］の基礎的な資質

や能力を育成する」としています。さて、「生

きる力」とは何でしょう？  子どものことを考

えると同時に、私たち大人の「生きる力」も考

える必要があります。なぜなら、子どもたちは

私たち大人を実によく見ているからです。デン

マークでは、自己決定こそが「生きる力」であ

り、幸せな人生には欠かせないと考えられてい

ます。この考えは、家庭での教育方針にも反映

されます。この夏休み、わが子の、そして自身

の「生きる力」について考えてみてください。

文 : 柴田千賀子（国見町出身の保育研究者。仙台大学准教授）

L
リュッケ

YKKE時
じか ん

間
第 5 話「生きる力」とは？

石原コレクション
作品紹介 　   Vol.7
題  名　ムージャンの風景　
作  家　木村　忠太
　　　　（きむら　ちゅうた）

カンヴァス・油彩
190 × 240mm

観月台文化センター常設展示

自分の人生を自分の足で歩くこと（自己決定）が幸せな人生、
と考えるデンマークの人々

◆日時　9 月１日日午後 1 時 30 分から
◆会場　観月台文化センター大研修室
　本の楽しみを知ってもらうために、読み聞
かせや手遊びなど活動を始めて 10 年がたっ
たことを記念して講演会を開催します。ぜひ、
ご参加ください。

よみきかせみみずく 10 周年記念講演

三
学
級
合
同
学
習
「
町
長
講
話
」

  

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・
女
性
教
室

これからの国見町について語る太田町長

　

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学

級
・
女
性
教
室
合
同
の
三
学
級

学
習
「
町
長
講
話
」
が
７
月
12

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

合
同
学
習
で
は
、
太
田
久
雄

町
長
が
「
～
復
興
・
絆
、
交
流

連
携
～
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
の
国
見
町
の
歩
み
」
と

題
し
て
講
話
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
国
見
町
の
イ
ベ

ン
ト
や
産
業
、
文
化
、
食
な
ど

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
様
子
を
ま

と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、

復
興
に
向
け
て
駆
け
抜
け
た
国

見
町
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
太
田
町
長
が
、
道
の

駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
を
核
と

し
た
地
域
の
活
性
化
や
交
流
連

携
な
ど
に
関
す
る
今
後
の
国
見

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
話

を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
太
田
町
長
は
、「
国

見
町
の
交
流
連
携
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
深
め
て
い
く
と
と
も

に
、
国
見
町
の
未
来
に
つ
な
げ

る
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
展
望
を
語
り

ま
し
た
。

迫
力
あ
る
生
の
舞
台
に
感
動
！

  

キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
を
開
催

　

今
年
度
の
「
キ
ッ
ズ
シ
ア

タ
ー
」
は
７
月
９
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、国
見
小
学
校
の
全
児
童
が
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
セ
ロ
弾
き
の

ゴ
ー
シ
ュ
」を
観
賞
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
芝
居
や
歌
、

踊
り
な
ど
の
迫
力
あ
る
生
の
舞

台
を
真
剣
に
見
入
り
、
そ
の
後

に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
舞
台
上
の
役
者
た
ち
の

動
き
に
合
わ
せ
て
大
き
な
声
を

上
げ
、
会
場
が
一
体
感
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

会
場
が
一
体
と
な
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

め
ざ
せ
！
町
の
読
書
リ
ー
ダ
ー

  

子
ど
も
司
書
講
座
が
開
講

　

町
の
読
書
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
子
ど
も
司
書
講
座
の
開
講

式
が
６
月
22
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
参
加
し

た
受
講
生
８
人
と
子
ど
も
司
書

12
人
は
、
菅
野
敏
彦
国
見
小
学

校
校
長
か
ら
「
将
来
の
た
め
に

し
っ
か
り
学
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

開
講
式
後
に
は
、
司
書
に
つ

い
て
の
講
義
が
あ
り
、
セ
ン

タ
ー
内
の
図
書
施
設
を
見
学
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
司
書
の
仕

事
に
興
味
津
々
。
や
る
気
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

書庫を見学する子どもたち

　

町
と
町
体
育
協
会
（
佐
藤
利

光
会
長
）
は
７
月
９
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
県
民
ス

国
見
町
代
表
が
奮
闘
！

  

激
励
金
交
付
・
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ポ
ー
ツ
大
会
に
国
見
町
代
表
と

し
て
参
加
す
る
オ
ー
ル
国
見

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
）、
ブ
ラ

ッ
ク
パ
ン
サ
ー
（
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
）、国
見
Ｓ
Ｔ
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
）
の
3
団
体

に
激
励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
7
月

14
日
、
21
日
に
開
催
さ
れ
、
各

競
技
で
国
見
町
代
表
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
、

国
見
Ｓ
Ｔ
が
第
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

激励金を手に活躍を誓うみなさん

楽
し
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

  

く
に
み
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト

　

第
１
回
目
の
「
く
に
み
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
」
が
７
月
６

日
、
上
野
台
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
デ
ィ
ス
ク
（
円

盤
）
を
投
げ
て
誰
で
も
手
軽
に

的
抜
き
を
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
を
幅
広

い
世
代
が
一
緒
に
体
験
し
ま
し

た
。
参
加
者
が
デ
ィ
ス
ク
で
的

抜
き
す
る
た
び
、
会
場
に
は
歓

声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
４
回
開
催

し
ま
す
。
随
時
の
申
込
み
は
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
東
京

２
０
２
０
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
も
開
催
し
て
お
り
、
参
加

みんなでオリンピックを盛り上げよう

者
全
員
が
来
年
東
京
で
開
催
さ

れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ
の
機
運
を
醸

成
し
ま
し
た
。

うまく投げられたよ‼

観
月
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
25
周
年
記
念
事
業

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に

町
の
農
産
物
Ｐ
Ｒ
を
組
み
合
わ

せ
た
初
の
音
楽
祭
「
観
月
台
ク

ラ
シ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
９
月
と
10
月
に
全
６
回
開
催

し
ま
す
。
各
回
と
も
「
ベ
ー
ゼ

ン
ド
ル
フ
ァ
ー
」
を
中
心
に
バ

イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
な
ど
で
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
演
奏
し
ま

す
。
終
演
後
に
は
演
奏
者
が
農

家
と
対
談
す
る
ほ
か
、
町
の
農

産
物
な
ど
を
P
R
す
る
マ
ル

シ
ェ
も
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。正

ま さ と

戸里
り か

佳さん（バイオリン）が表敬

23 22
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カレンダー
くにみ8月

　広報を担当するようになって早
4か月が経過しました。取材には
必ずカメラを持っていきますが、
最近は愛着が湧いてきて相棒の
ような感覚で出かけています。い
い写真が撮れると相棒を褒めたく
なります。これからも相棒と共にみ
なさんの輝いている写真が撮れる
よう頑張っていきたいと思います。
 （H.S）

あ と が き

　国見町ラジオ課ももたんFMスタッフの湯田
です。梅雨も明け、熱くなってきた今日この頃で
すね。夏休み、皆さんはいかがお過ごしでしょう
か？先月は観月台文化センターで沢木順さんの
コンサートにお邪魔しました。今年で14回目を迎
えた沢木さんのコンサートですが、沢木さんの心
に響く、惹き付けられるような歌声、生で体感す

ることができてとてもパワーを頂きました。また、
さらに今回は、ゲストに歌手の中出裕子さんや、
エレクトーン奏者の長谷川幹人さんにステージ
を盛り上げていただきました。
　8月は夏休み期間なので、スタッフを見かけた
ら是非お声を
かけてくださ
い。精一杯国見
の情報を発信
していきます
のでよろしくお
願いします。

日 月 火 水 木 金 土
8/9 8/10

・広報くにみ
8月号発行日

・いきいきサロン
第8・第9

（午前10 時～）

・遊びと学びの
ミュージアム 
あつかし歴史館 

「七夕まつり」

11 12 13 14 15 16 17
山の日 振替休日 ・国見ジュニア応援団

（～17日）
・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・短期スイミングス
クール（～22日）

18 19 20 21 22 23 24
・子ども司書講座
・食事とストレッチ教室
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）

・子ども司書活動
「おはなし会」

・障がい者相談
・乳幼児健診3歳6か月
・いきいきサロン

徳江北・第7
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

第2（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・成人学級 ・町長と対話の日

25 26 27 28 29 30 31
・国見町・桑折町青

少年健全育成剣道
大会・復興祈念剣
道交流大会

・結婚世話やき人
相談会

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・阿津賀志学級
・ブックスタート
・乳幼児健診3・9か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）

・くにみスポーツ
サークル

9/1 9/2 9/3 9/4 9/5 9/6 9/7
・国見町クラシック

フェスティバル
・よみきかせみみずく

10周年記念講演会

・税金等納期限
町県民税（第2期）
国民健康保険税（第2期）
後期高齢者医療
保険料（第1期）

・観月台文化センター休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室
・いきいきサロン

太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・乳幼児健診1歳6か月
・いきいきサロン

内谷・鳥取
（午前10 時～）
塚野目（午後1時半～）

・いきいきサロン
第4（午前10時～）

9/8 9/9 9/10 9/11 9/12 9/13 9/14
・総合防災訓練 ・いきいきサロン

泉田下（午前10時～）
山崎（午後1時半～）

・広報くにみ
9月号発行日

・健康クリニック教室

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・三学級合同学習 
「ハーモニカ演奏会」

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）

・敬老会

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp


